教室SLAと使用言語：英語Ⅰ（共通教育言語科目）の受講調査結果から by 結城 正美
教室 SLA と使用言語 
英語 I（共通教育言語科目）の受講調査結果から 
Examining SLA and Classroom Language in First-year English 
Classes at Kanazawa University 
 
結城正美 




This research explores students’ perception of first-year English classes at Kanazawa 
University, examining how they feel about the language used in the classroom (i.e., 
Japanese monolingual, Japanese/English bilingual, or English immersion), the instructor 
(native English speaker or non-native), and the correlation of the two. As a preliminary 
inquiry, a questionnaire was distributed to a sample student population. The result shows 
a strong preference for bilingual classes as well as an opportunity to take classes taught by 
native and non-native instructors. Also, comparing students’ response in bilingual and 
monolingual classes taught by Japanese instructors, students in the bilingual class show a 
more positive response to non-native instructor’s use of English and a more 
open-mindedness towards accented English. Considering these preliminary results, this 
paper suggests the importance of English classes conducted mainly in English by a 
Japanese instructor, for its possibility of transforming students’ attitudes towards English 





ではないだろうか。金沢大学では、新入生約 1800 名のほぼ全員が共通教育言語科目「英語 I」を履修
する。1 大半の学生は、週に２コマ、英語 I を受講する。１コマ 90 分の授業ではあるが、多くの学生にと
って授業が唯一あるいは主たる英語学習の機会であるとすれば、週 180 分という授業時間をどのように
運営するかによって、授業の効果は大きく変わる。 
                                                  
1 「ほぼ全員」としたのは、なかには英語 I が容易すぎて、英語 II や英語 III を履修する学生もいるからである。 
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室第二言語習得(classroom second language acquisition,教室 SLA)の成果をあげるためには、教室で
の使用言語をどのようにデザインすればよいのだろうか。小稿では、英語 I 受講生の一部を対象におこ
なったアンケート調査の結果を分析し、教室 SLA における使用言語について検討する。それによって、
教室使用言語からみた英語 I の現状と課題を洗い出し、今後の方向性を探りたい。 
 
2. 英語 I の概要 
 英語 I は、「高等学校卒業程度の基礎的な英語学力を前提として、スキル別にその学力をさらに伸ば


















 授業形態 担当教員 対象学部 回答者数 
I バイリンガル 日本人教員 文学部・法学部 38 
II バイリンガル 日本人教員 教育学部・経済学部 29 
III バイリンガル 日本人教員 工学部 39 
IV バイリンガル 日本人教員 理学部・医学部保健学科・薬学部 29 
V モノリンガル 日本人教員 教育学部・経済学部 30 
IV モノリンガル 日本人教員 工学部 34 
IIV イマージョン他 日本人教員 不特定 93 











 担当教員 教室の使用言語 
A すべて日本人教員 日本語 
B すべて日本人教員 日本語と英語（バイリンガル） 
C すべて日本人教員 すべて英語（イマージョン） 
D 日本人とネイティブ教員が半数ずつ 日本人は日本語で、ネイティブは英語で 
E 日本人とネイティブ教員が半数ずつ 日本語と英語（バイリンガル） 
F 日本人とネイティブ教員が半数ずつ すべて英語（イマージョン） 
G すべてネイティブ教員 すべて英語（イマージョン） 
H その他（具体的にご記入ください）  
 















A. 日本人教員の英語は、ネイティブ教員の英語より分かりやすいので、授業内容が把握しやすい。  
B. 教室では英語だが、教室の外では日本語で質問や相談ができるので、安心できる。  







I.  その他：                                        
 
 
 A B C D E F G H 無回答 
I 0 9 0 2 22 4 1 1 0 
II 2 4 0 3 18 2 0 0 0 
III 1 3 1 4 25 3 2 0 0 
IV 1 4 0 4 16 1 2 1 0 
V 4 4 0 4 13 0 2 0 2 
VI 4 6 0 7 13 0 3 0 1 
VII 4 2 4 20 45 15 2 1 0 





 A B C D E F G H I 選択数 
I 18 21 10 0 1 0 22 18 1 91 
II 15 17 3 0 1 0 15 16 1 68 
III 13 17 4 0 0 0 18 20 1 73 
IV 9 14 7 0 1 1 15 17 0 64 
V 17 11 3 1 4 0 8 6 0 50 
VI 15 6 2 2 2 0 9 11 1 48 
VII 41 41 14 7 11 15 36 33 2 200 
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いけなくなるから。（教育学部 1 年） 
・日本語のみだと聞き取る力がつかないし、英語のみだと一度聞き取れない語が出てくると、ついていきづらくなる
し、やる気もなくなってしまう。（教育学部 1 年） 
・英語 I なら英語自体苦手だという人もいると思うので、日本語での説明がないと、授業全体の流れがわからないと
いうこともあり得ると思うので。（経済学部 1 年） 
・できるだけ英語をたくさん聞くことのできる環境をつくることが大切だと思うのですが、英語だけでは分からない部
分もあると思うので、日本語を少し説明程度取り入れればよいのではと思ったから。（工学部 1 年） 
・英語を勉強するときには、ネイティブの発音を聞きたいと思ったから。また、英語だけで授業を進められると、つい
ていく自信がないから。（工学部 1 年） 
・基本的に授業は英語でおこない、本当に難しいところのみ日本語を少し使うとよいと思う。ネイティブが必要なの
は、本当のネイティブが話す英語に慣れるため。（工学部 1 年） 
・英語だけでは聞き取れなかったり、大切な情報を逃してしなうことがある。でも、ネイティブの英語にも慣れること
が必要だと思うから。（医学部保健学科 1 年） 
・日本語と英語を一度に聞けるから、わかりやすい。日本人とネイティブ両方からの英語の見方をみることができる。





















































 なお、この調査結果については、外国語教育研究センター2006年度第１回研究会（6月 27日）で報告した。 
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